
36 MOONSHINER / August 2024

BLUE HIGHWAY
『Lonesome State Of Mind』
（Down The Road-19442）
　1994年結成以来、卓越したテク
ニックと個性の違うリード・ボーカ
リストを揃えて、洗練されたサウン
ドで、メインストリームのブルーグ
ラスのヘッドライナーを務めるブル
ー・ハイウェイ、15枚目のスタジ
オ・アルバム。現在はジェイソン・バ
ールソン（bj,m,g）、ショーン・レー
ン（m,f,g）、ティム・スタッフォー
ド（g）、ウェイン・テイラー（bs）、
ゲイリー・ハルトマン（d）という
面々。ブルー・ハイウエイのサウンド
を象徴するようなタイトル曲を皮切り
に、"The North Side"ではショーン
と息子のグレイソンとの家族ならで
はの息の有ったハーモニーを聞かせ
る。ティム・スタッフォードとトム・
ジュッツによる"I've Had Enough 
Missouri For A While"はウェイン・
テイラーによるリード・ボーカル。
ジェイソン・バールソンによる故ビ
ル・エマーソンにちなんだバンジョ
ー・インスト"Emerson"。ハイロン
サム感漂うフイドルのイントロによ
る"Soil And Soul"。"Bull Moose"
はショーン・レインのシュアなマン
ドリンをフィーチャーしたインスト
曲。ゲイリー・ハルトマンのリード・
ボーカルによる"Sleepless Nights, 
Endless Tears"。ラストはショーン・
レーン作でリッキー・スキャッグスも
取り上げていた"Why Did I Wait So 
Long"。

BILL EMERSON『String Time』
（Putxent-377）
　カントリー・ジェントルメンの創立
メンバーでジミー・マーチン & サニ
ー・マウンテン・ボーイズで活躍した
名バンジョー・プレイヤー、ビル・エ
マーソンが1962年と1963年に廉価
盤専門レーベルのコロネット・レーベ
ルからリリースした『Bill Emerson 
and his Virginia Mountaineers, 
Banjo Pickin' N' Hot Fiddlin', 
Country Style』の第1集と第2集の
リイッシュ。カントリー・ジェントル
メンの来日公演で、超絶技巧のお手本
のような演奏、完璧で端正なロール
で日本のバンジョー・プレイヤーの
心を鷲掴みにしたビル・エマーソン
のスタンダード曲の独自のバンジョ
ー・アレンジと、スタンダードとなっ
たオリジナル曲のレアな音源の全貌が
一望できる。発売当初は参加ミュー
ジシャンのクレジットが無かったり、
アルバム記載のタイトルが"String 
Time"は"Theme Time"であったり、
"Honeysuckle"は"Little Maggie"で
あったりして混乱が生じていたが、今
回の発掘でビル・エマーソン（bj）の
他、レッド・アレン（g）、フランク・
ウェイクフィールド（m）、バズ・バ
スビー（m）、トム・モーガン（bs）、
ケニー・ハドック（d）、カール・ネ
ルソン（f）、チャーリー・ウォーラー

（g）、ビル・ハレル（g）の参加が確
認されている。

SWAMP DOGG『Blackgrass: From 
West Virginia To 125th St』

（Oh Boy-83）
　ビル・モンローに影響を与えたトレ
イシー・シュルツを始めとして黒人が
ブルーグラスの起源に大きく関わっ
た事は良く知られている。ビヨンセ
は『Cowboy Carter』でリアノン・
ギデンズを起用、自らのルーツに光を
あてた。スワンプ・ドッグことジェリ
ー・ウィリアムズ・ジュニア、ソウル・
シンガーで敏腕プロデューサー、ソウ
ル系アメリカーナ・アーティストとし
ての一面を持つ彼が初のブルーグラ
ス・アルバムを創り上げた。90年代
にカントリー側からのアプローチによ
る『Rhythm, Country and Blues』

（MCA）で大きな役割を果たしたマ
ーテイ・スチュアートの現バンド、フ
ァビュラス・スーパーラティヴスの
メンバーからクリス・スクラッグス

（bs,hambone）とケニー・ヴォーン
（g）、パンチ・ブラザーズのノーム・
ピケルニー（bj）、シエラ・ハル（m）、
ジェリー・ダグラス（d）、ビリー・
コントレラス（f）といった斯界最高
のミュージシャン等に加えて、ロイ・
ホフマン（m,cello bj）、ゲストにマ
ーゴ・プライス、ジェニー・ルイス、
ヴァーノン・リードが参加。サザン・
ソウルと名うてのブルーグラス系ミュ
ージシャンの創り出すサウンドが見事
に融合、意味深な歌詞に耳を傾けなが
ら楽しんで欲しい。




